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両備グループ
岡山電気軌道を含めて、５７社

陸・海・空を中心とした

鉄道・軌道・バス・タクシー・
トラック・船舶・空港代理店
など

その他

不動産・情報関連・飲食・ホ
テルなど

総社員数 ７，０００名

総売上 １，３５０億円

経常利益 ３５億円



グループの特徴
情報関連の企業体が 総社員
数の２割をしめる

郷土の発展への寄与

夢二郷土美術館の開設

夢二の生家などの保存と公開

信託経営

各社の自主性を重んじる



グループ経営方針
忠恕(ちゅうじょ)

松田与三郎翁 が 大切にしていた言葉

心からの思いやり

社会への思いやり → 社会正義

お客様への思いやり → お客様第一

社員への思いやり → 社員の幸せ



地方公共交通の再生
岡山電気軌道による

和歌山県の 和歌山電鐵貴志川線

両備ホールディングスによる

中国バスの再生



和歌山電鐵の概要
貴志川線

ＪＲ和歌山駅〜貴志

１４．３キロの単線路線

年間輸送人員

平成９年 ２６０万人

→ 平成１６年 １９５万人

赤字 年間５億円以上となり
廃止届けが出されていた



再生の経緯（民間）
市民団体「貴志川線の未来を
“つくる”会」

８名で結成され 約１年で ６３
９２名の会員を集めた

「ＷＣＡＮ（和歌山市民アクティ
ブネットワーク）」

詳細な分析を行った

「貴志川線存続に向けた市民
報告書」の作成と公表

他にも計９団体の、多彩な支援
活動が行われていた



再生の経緯（自治体）
和歌山県 和歌山市 紀の川市

→ 検討会議を設置

貴志川線の経営を引き継ぐ事業体の

→ 一般公募

公募の枠組みを作成し合意

鉄道用地は市・町が買い取って 無償で貸し付ける

用地買収他の大規模改修費 ４．７億円を県が負担

市と町が １０年間 ８．２億円上限の運営補助



引き受けに対する思い



引き受けの条件



引き受け決定の要素



引き受け決定後



和歌山電鐵の取り組み



取り組みの状況
住民の活動

駅清掃などのボランティア活動

各種イベント

ギャラリー電車など

たま駅長

いちご電車

おもちゃ電車

各種グッズ



いちご電車
貴志川線を誇りに感じられるように

貴志川は いちご が有名

いちご をテーマに



いちご電車 １

いちご電車

平成18年8月 運行開始



いちご電車 ２

いちご電車 車
内



おもちゃ電車 １

おもちゃ電車 平成19年7月9日運行開始



おもちゃ電車 ２



おもちゃ電車 ３



たま電車 １



たま電車 ２



たま電車 3



たま電車 4



貴志駅 たま駅長 １



貴志駅 たま駅長 ２



貴志駅 たま駅長 3



貴志駅 たま駅長 ４



貴志駅 たま駅長 5



和歌山電鐵貴志川線開業式和歌山電鐵貴志川線開業式

（平成18年4月1日・貴志駅にて）



大池遊園駅清掃（5月）
約180名参加



母の日ギャラリー電車
（あおば幼稚園）



七夕飾りつけ（7月5日）



貴志川線ラリークイズ（7月）



第３回貴志川線祭り １



第３回貴志川線祭り ２



第３回貴志川線祭り ３



川柳電車準備（9月）

（運行：9月19日～12月15日）



いちご電車デジタル壁画
和歌山県立向陽高等学校

9月19日・20日



（貴志川町生涯学習センター）

（9月30日～10月15日）



日本鉄道賞特別賞

～いちご電車内にプレート設置～



岡崎駅ペンキ塗り（岡崎駅ペンキ塗り（1111月）月）



岡崎駅前トイレ リニューアル NO.1

公衆便所外壁（東側）公衆便所外壁（東側）公衆便所外壁（東側） 公衆便所外壁（西側）公衆便所外壁（西側）公衆便所外壁（西側）

入口付近（北側）入口付近（北側）入口付近（北側）入口付近（掲示物除去）入口付近（掲示物除去）入口付近（掲示物除去）



岡崎駅前トイレ リニューアル NO.２

入口付近（西）入口付近（西）入口付近（西） 手洗い付近手洗い付近手洗い付近

個室入口付近個室入口付近個室入口付近 個室内部個室内部個室内部



岡崎駅前リニューアル

ホーム斜路付近ホーム斜路付近ホーム斜路付近

ホーム全景ホーム全景ホーム全景①①①

ホームホームホーム

ホーム全ホーム全ホーム全景景②②②

渡線道付近渡線道付近渡線道付近





クリスマス電車（12月）

～サンタさん・トナカイさんからのプレゼント～



クリスマス電車（クリスマス電車（1212月）月）



和歌山電鐵貴志川線
一日乗車券の発売



和歌山電鐵 輸送人員



和歌山電鐵 運輸収入



和歌山電鐵の現在の課題
日々利用いただくお客様を増やす施策

運営補助の今後

駅周辺の土地利用



最後に
社員の強い気持ちで残ったこの貴志川線を、

「日本一心豊かなローカル線になりたい」を合い言葉に、社
員一同で頑張ってまいります

本日はご静聴ありがとうございました


